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（2）保護具などの使用（施行規則第19条）
作業に伴うけがや健康障害を防止するためには、家内労働者または補助者が適切な保護

具などを使用することにより、災害を防止したりけがの程度を軽減することが期待できます。
このため、家内労働者または補助者は、表4の業務に従事する場合には、保護具などを
使用しなければなりません。

表4　保護具などを使用しなければならない業務
業務 保護具など

運転中の機械の刃部における切粉払いまたは切削剤
を使用する業務 ブラシ

運転中の機械に頭髪または被服が巻き込まれるおそ
れのある業務 帽子または作業服

ガス、蒸気または粉じんを発散する場所における業
務

ガスまたは蒸気にあっては防毒マスク、
粉じんにあっては防じんマスク

皮膚に障害を与える物品などを取り扱う業務 塗布剤、不浸透性作業衣または手袋

強烈な騒音を発する業務 耳せん

保護具の例

呼吸用保護具
※作業にあわせて防毒マスク、防じんマスクを
間違わないように選ばなければなりません。

化学防護手袋

保護具を使用しての作業の例（接着剤の塗布作業）
※有機溶剤業務には防毒マスクを使用します。
使用時間に応じて吸収缶の交換が必要です。

接
着
剤

業務 保護具など
運転中の機械の刃部における切粉払いまたは切削剤
を使用する業務

ブラシ

運転中の機械に頭髪または被服が巻き込まれるおそ
れのある業務

適当な帽子または作業服

ガス、蒸気または粉じんを発散する場所における業
務

ガスまたは蒸気にあっては防毒マス
ク、粉じんにあっては防じんマスク

皮膚に障害を与える物品や皮膚から吸収されて中毒
を起こすおそれのある物品を取り扱う業務 塗布剤、不浸透性作業衣または手袋

強烈な騒音を発する業務 耳せん


